南国市国際交流協会の日本語講座　-地域の日本語教育支援への取り組み- by 今井, 多衣子
南国市国際交流協会の日本語講座
地域の日本語教育支援への取り組み
今井 多衣子
要 旨
高知県南国市国際交流協会では 年度から地域の外国人及び日本語ボランティア
を目指す日本人を対象に 外国人のための日本語講座および日本語ボランティアてほ
どきクラス を行ってきた。この日本語講座では学習者が日本語を学ぶ際、日本人ボ
ランティアが一緒に学習することにより日本語ボランティアをも育てていこうとした
講座である。この講座の 年から 年までの 年間の取り組みについての実践報
告である。この 年間の取り組みの中で、自立して教え始めた日本人もいるので、あ
る程度の日本人ボランティアの育成はできてきたと言える。しかし、教室時間内だけ
では補えない教授者としての専門的知識をどう補っていくかがこれからの課題であ
る。
【キーワード】
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．はじめに
南国市は高知市に隣接し、高知龍馬空港を擁する人口約 万人の市である。
市内には高知大学農学部、医学部、高知工業高等専門学校があり、外国人留
学生、研究者、その家族、研修生、日本人の配偶者、 などの 人 ヶ
国（ 現在の外国人登録者数）の外国人が生活している。また隣接
する香美市には高知工科大学があり、そこでも外国人留学生が多く生活して
いる。
この南国市において、外国の人々との交流等を通じて、異文化を理解し、
自らの国際感覚を磨くとともに、地域の活性化を図ることを目的に、 年
月に設立されたのが南国市国際交流協会（以下 と略す）である。
年 月現在、約 名の個人・団体会員がいる。 は南国市と高知県国際
交流協会（ ）からの補助金、会費、事業ごとの参加費で運営されている。
今回は の活動の大きな柱である日本語講座についての報告をする。
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研究・調査報告
．外国人のための日本語講座および日本語ボランティアてほどきクラス
年から、 年現在まで、 は地域に生活する外国人のための日
本語講座を開催してきた。これは、日本で生活していくためには日本語の習
得が欠かせないことから、日本語学習の場を持たない外国人に対して日本語
学習の場を提供しようとして、南国市の援助で会場（日章福祉交流センター）
を水曜日午後 時から 時までの 時間、無償で使わせてもらい、日本語講
座を開催し 年目となった。最初の 年間は、高知県国際交流協会（ ）
の支援を受けて行った。講座の開設期間中には課外授業として、バスハイク
や料理教室、ポットラックパーティ等を設定し、相互の親睦も図ることによ
り日本語への学習意欲を高めるよう、 の催し物とも関連させて企画し
ている。ここでは、 年度までの実施状況について、報告する。
この教室の特徴は以下の 点である。
前半では、実際の日本語授業を日本語のボランティアを目指す方々に参
観してもらい、後半の授業のタスクに参加してもらうことにより日本語
ボランティアとしての養成をも行っていこうとしたものである。そのた
め、日本語授業の中で学習者が多くの様々な発音になれることを目的と
し、たくさんの日本人と話すための時間を設定している。
また、教室最後の総仕上げとして 日本語メッセージ大会 を設定し、
学習者それぞれが日本人と組んで、お互いに協力し合い、技能とスピー
チを披露する場を持つ。
以下に、実施状況を述べる。
年度実施状況
（ ）期間 年 月 日 年 月 日（ 回）
（ ）受講者（中途出入りあり） 初級 人 中級 人
（ ）日本人ボランティア（中途出入りあり） 人
（ ）テキスト にほんご宝船（一緒に作る活動集）（初級・中級）
（ ）学習状況 初級及び中級 課中 課（ランダムに）を学習
（ ）実施結果 クラスとも同じ教科書を使用したため、初級の学生には
常に補助教材を用意しなければならなかった。また、日本人ボランティ
アが 人、講座の最後に短時間での教授実習を行ったが、まだまだ経
験不足で自立して教えるまでには至らなかった。
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年度実施状況
（ ）期間 年 月 日 年 月 日（ 回）
要望により 回延長して自主的な教室を開催
（ ）受講者（中途出入りあり） 初級 人 中級 人
（ ）日本人ボランティア（中途出入りあり） 人
（ ）テキスト 初級 日本語 時間
中級 にほんご宝船（一緒に作る活動集）
（ ）学習状況 初級 課中 課まで終了
中級 課中 課終了
（ ）実施結果 中級では学習者のレベル差もかなりあったが、個人に対応
する授業形態をとったため、レベルに応じた指導ができ、日本人ボラン
ティアも育ち、自立して学習者に教えることができるようになった。
年度実施状況
（ ）期間 年 月 日 年 月 日（ 回）
（ ）受講者（中途出入りあり） 入門 人 初級 人 中級 人
（ ）日本人ボランティア（中途出入りあり） 人
（ ）テキスト 入門 日本で暮らす 初級 にほんご宝船
中級 新聞、 （アルクの雑誌）等
（ ）学習状況 入門 最後まで終了 初級 課中 課まで終了
中級 ルビ付きの普通文が読めて、短い文が書ける。
（ ）実施結果 今年度は昨年度の結果を踏まえ、 クラスの設定とし、回
数も 回に延長した。特に入門の受講者が継続的に増えたことからも
この教室の必要性を痛感した。中級のクラスは学習者のレベル差を抱
えながらの授業であったが、学習者の継続的参加により、日本語能力
試験に挑戦する学生が出たことも大きな成果と考える。継続して参加
する日本人ボランティアも多く、何人かは個別に教えるようになった。
年度実施状況
（ ）期間 年 月 日 年 月 日（ 回）
（ ）受講者（中途出入りあり） 入門 人 初級 人 中級 人
（ ）日本人ボランティア（中途出入りあり） 人
（ ）テキスト 入門 日本語 時間
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初級 にほんごつぎの じかん
中級 読解をはじめるあなたへ
（ ）学習状況 各クラスとも最後まで終了
（ ）実施結果 今年度も昨年と同じ設定にし、それぞれのクラスでの学習
は意欲的に行えた。中級のクラスではルビ付きの普通文が読めて、短
い文が書け、日本語で時事問題等について意見発表ができることをめ
ざした。しかし、入門のクラスの学習者の出入りが激しく、文字の完
全習得学習者が育たなかったため、次年度は クラス体制に戻ること
になった。日本人ボランティアの参加者も多くなったが、個人的に教
える日本人の増加には至らなかった。
年度実施状況
（ ）期間 年 月 日 年 月 日（ 回）
（ ）受講者（中途出入りあり） 初級 人 初中級 人
（ ）日本人ボランティア 人
（ ）テキスト 初級 留学生のための日本語
初中級 初級日本語文法総まとめポイント
（ ）学習状況 ともテキスト最後まで終了
（ ）実施結果 今年度は クラスの体制となったが、初級のクラスは例年
通り、出入りが激しかった。しかし、初中級のクラスでは、継続して
の学習者も多く、意欲的に日本語を学習した。継続して参加してくれ
ていた日本人ボランティアも家庭の事情で継続できなくなる人もいた
が、常に何人かは新しい人が入ってきてくれることにより人数として
は一定数を保ってきた。
． 年度実施状況
（ ）期間 年 月 日 年 月 日（ 回）
要望により次年度講座開始まで自主的な教室を開催
（ ）受講者（中途出入りあり） 初級 人 初中級 人
（ ）日本人ボランティア 人
（ ）テキスト 初級 留学生のための日本語
初中級 初級日本語文法総まとめポイント
上記文法の学習と平行して新聞や雑誌などの生教材を使
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いスピーチをし、その内容を正確な日本語の文章に書く
練習を行う。
（ ）学習状況 初級 最後まで終了 初中級 課中 課まで終了
（ ）実施結果 今年度も短期滞在の学習者が参加する初級の出入りが激し
かったが、短い期間でも日本語学習の意欲を持って参加してくれた。
また、初中級は 書く ことを目標に掲げたことにより参加者の書く
力の伸びが見られた。日本人ボランティアも出入りはあったが、常連
と言える人も存在しており、実際に何人かに教えるようになってきた。
．日本語メッセージ大会
講座開設初年度の 年には最後の授業でスピーチを行うだけであった
が、 年度から最後の日本語学習の発表の場として実施し始め、今までに
回行った。外部から審査員も招いて、内容を審査してもらい、上位入賞者
には賞品を、またその他の参加者には参加賞を授与している。
これは、各クラスの日本語学習者が自分の力量にあった日本語学習での発
表を行うものである。学習者はレベルに応じ、日本語を使って何らかのパ
フォーマンスをする パフォーマンス部門 と日本語でのスピーチを行う ス
ピーチ部門 に 年度から、わかれて行うようになった。この催しの特徴
は、外国人学習者と 人又は 人の日本人ボランティアがペアを組み演目の
設定から一緒に考え、グループとして一つの発表を行っていくことである。
年 中高年の皆様 の具体的な取り組みを示すと次のようになる。
（ ）演目設定 学習者と日本人が共に相談して何をするか決める。
（ ）内容調査 日本人が綾小路きみまろのテープを聞き、内容を考える。
（ ）内容検討 内容についての説明を日本人が学習者に行い、共に考える。
（ ）練習 学習者は内容を暗記し、日本人は服装や小道具を準備する。
（ ）発表 学習者の発表を日本人は補助する。
この一連の作業により、学習者と日本人との間に緊密な関係が生まれ、
最終発表を行った後は、両者とも達成感を得ることで、毎年参加者にも、
聴衆にも感銘を与えている。一種のプロジェクトワークと位置づけてい
る。
過去 年間、次のように行ってきた。
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第 回日本語メッセージ大会（ 開催）
この年はラオスとマレーシアの留学生の妻 名による日本語での歌 未来
へ（キロロ） が 位となった。全部で 組の参加があったが、日本語が十
分でない学習者はよさこい踊りや 枕草子 の暗唱等で未熟な日本語力を他
の要素で補った発表を行った。また、スピーチは高知での経験談、土佐弁に
ついての意見、自国と日本との文化比較などが取り上げられた。
第 回日本語メッセージ大会（ 開催）
パフォーマンス部門では 早口ことば を丸覚えして掛け合いのように演
じたアメリカ人 とバングラデシュの留学生の妻が 位となった。他に
組が参加し、琴の演奏をしたり、巨大な折り鶴を折ったり、中国と日本の
漢字を対比したりした。またスピーチ部門では、インドネシアの研修生が お
酒がもたらす影響 について発表し 位となった。他にも 組が参加し、そ
れぞれ日本での体験や研究のテーマを述べたり、母語についての意見を述べ
たりした。この年の参加者は 年間で一番多かった。
第 回日本語メッセージ大会（ 開催）
パフォーマンス部門では、スリランカの留学生の夫による 中高年の皆様
が 位となった。他に 組が参加し、自分の仕事の説明や 雨ニモ負ケズ
の暗唱などを行った。またスピーチ部門では、ネパールの留学生の子供が日
本での体験を話した 日本に来て が 位となった。他の 組もすべて日本
での体験を述べた発表だった。前年度と比べ参加者が少なくなった。
第 回日本語メッセージ大会（ 開催）
パフォーマンス部門はタイの留学生の妻が歌った 昴 が最優秀となった。
これは、歌詞をタイ語と日本語で歌い、衣装も次々と替えて会場を大いに沸
かせた。他は 組の参加で、フィリピンのバンブーダンスや、タイ料理の作
り方、モンゴル人力士の紹介などを行った。スピーチ部門では、アメリカの
がタイでのボランティア活動を話した 笑顔さえあればことばはいら
ない が最優秀となった。他の 組は自国での体験や日本へ来た動機、日本
での経験などを述べた。
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第 回日本語メッセージ大会（ 開催）
パフォーマンス部門ではタイの留学生による 若さの秘訣 が、日本人ボ
ランティアと共に、大切なものは笑顔であるということを訴えて最優秀と
なった。全部で 組の参加だったが、家族での歌の披露、国の結婚式の話、
日本での免許取得体験など、それまでにない新しい経験の話が聞かれた。ス
ピーチ部門では、アメリカの による 私の好きなトサベン が最優秀
となり、地域語である土佐方言をも話すことでより完璧なあたかも二言語併
用の感のあるスピーチとなった。全部で 組の参加で、日本で暮らす自分が
自国での生活を考えた内容の発表も聞かれた。この年の発表は日本語や内容
的にも従来より完成された発表だった。
．参加者の状況 表 表 参照
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表 ． 日本語教室国別のべ学習者数（ 継続者）及び日本人ボランティア数
総計（ ）
男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女
中国 （ ）
ネパール
ウクライナ
スリランカ （ ）
インドネシア （ ）
バングラデシュ （ ）
イギリス （ ）
アメリカ （ ）
フィリピン （ ）
マレーシア
メキシコ （ ）
ラオス （ ）
タイ （ ）
ベトナム （ ）
トンガ
ガーナ （ ）
フランス
オーストラリア
香港（中国）
南アフリカ
学習者
これまでの学習者の推移を見てみると年を追うごとに、学習者数が増加し、
出身国も多くなってきた。会場が高知大学農学部に近いという地の利もあり、
最も多いのは留学生と留学生の家族ではあるが、 年目からは日本人配偶者、
そして少数ではあるが研修生も増えてきた。現在では大学で留学生の家族へ
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チュニジア
モンゴル （ ）
コンゴ
スペイン
ホンジュラス
インド
台湾
ジャマイカ
韓国
フィジー
スコットランド
シンガポール
パラグアイ
アルゼンチン
日本人ボランティア
日本人総計
表 ． 日本語教室身分別学習者分布
総計（ ）
男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女
留学生 （ ）
留学生の家族 （ ）
（ ）
研修生 （ ）
日本人の配偶者 （ ）
モンゴル短期留学生 （ ）
その他 （ ）
計
総計
の日本語授業への参加が認められてはいるが、子供を抱えたりして昼間の授
業に出られない学生の家族が夜間のこの教室を利用して勉強している。また、
研究の都合で日本語の授業に参加できない学生もおり、そういう事情を抱え
た学生の参加も見られる。最近は、ごく短期の滞在である留学生も地域の人々
とのふれあいの場としての参加も見られるようになった。
留学生及びその家族、研修生は短期間の日本滞在者であるが、長期滞在で
あると考えられる日本人の配偶者はなかなか継続的な学習に結びついていな
い。ある一定レベルまで達するとほとんどの場合そこで学習を終えてしまう。
また、継続的学習者の場合も家庭の事情でなかなか出席できない。これらが
年度に クラスに戻ることを余儀なくされた事情の一つである。
日本人ボランティア
参加動機
日本人ボランティアの志望動機を参加希望書から拾ってみると表 のよう
になる。
最も多い動機は日本語を教えることに興味を抱いての参加である。外国人
と友達になりたいというのも多い。日本語教師を目指している参加者も少数
ではあるが存在する。最近は、何らかのボランティア活動をしたいと言う動
機も多くなってきた。
．達成状況
年度の日本人の参加者の継続者の内訳は、 回継続参加 人、
回継続参加 人、 回継続 人、 回継続 人、 回継続
人となって、参加者の半数以上が継続参加者である。これは、ある程度結
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表 ．日本人ボランティアの志望動機
複数回答
外国人に日本語を教えることに興味があったから
外国人と友達になりたかったから
英語に興味があったから
将来日本語教師を目指そうと思ったから
何かボランティアがしたかったから
その他
名 名 名 名 名 名
果に満足して出てきた数字であると考える。継続しての参加者がこれだけい
るということは参加動機がある程度達成された結果だと考えられる。
教室運営
学習者と日本人が一緒に授業を受けてタスクを共に行っていくという教室
の運営方法は具体的には授業の前半では、学習者も日本人も一緒に授業を受
けて日本語を学習し、後半のある一定時間一人の日本人と話し、順番に全員
の外国人学習者がその日の学習内容に関連した話題で日本人全員と話をする
という方法である。基本的な授業の流れは以下となる。
これは、次のような利点、問題点があげられる。
利点
（ ）学習者側
一斉授業の際には個別に日本人にサポートを受けながらの授業ができ
る。
学習者の日本語力に応じ、日本人の相手によって会話を発展させていく
ことができる。
様々なタイプ、年代の日本人の発音になれる。
（ ）日本人
日本語のわからない外国人に相手のわかる範囲のできるだけ簡単な表現
の日本語を探し出して理解させなければいけないことが体験できる。
その際、相手に応じた日本語学習の方法も考えさせられることにより自
分の力量を実感し、日本語を教える技術の習得の動機付けにつながる。
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時間 授業展開 授業内容
ウオーミングアップ 挨拶、前回の復習
導入・展開 学習課の内容学習 項目導入 説明 学習
練習
ぐるぐるまわり （教室内での呼び方）
タスクシートや、教科書を使用し、当日の
学習文型を使った練習を一人 分くら
いで順番に席を移動して交代して話す。
まとめ 次回の指示をして終了
問題点
学習者側からすると、交流目的を主と考える日本人の相手の場合、話の
内容にばかり興味がいき、日本語指導がおろそかになるため充分な日本
語指導が受けられないという不満が残る場合がある。
日本語や日本語教授技術を学びたい日本人にとっては、基礎項目の学習
の場でなく、実習の場であることを自覚しないとこの方法はいかされな
い。
成果及び課題
この方法を実施して、 年目となるが、外国人学習者、日本人ともにある
一定数の修了者数を維持していることから、この方法は支持されていると考
えられる。学習者、日本人共に中途の出入りは多いが、この方法に満足しな
い場合は継続しては来ない。しかし、前述したようにかなりの数の日本人継
続参加者と共に、 回の日本語学習終了まで継続する学習者も毎年 名はい
る。各人のレベルに応じた日本語学習のこの方法は受け入れられてきたと考
える。また、実際に外国人に教え始めている人も出てきており、この教室の
成果であると考えている。
これからは、日本人を対象に授業内ではできにくい教える上での技術や、
問題点、文法項目の整理等を学習する特別授業時間を設定する必要性を感じ
ている。
．おわりに
年から行ってきた南国市国際交流協会主催の日本語教室について 年
間の実施状況を報告した。最初の 年間は、この日本語教室への資金支援を
高知県国際交流協会から得てきたが 年が援助の限度のため、昨年度から資
金支援を受けられなくなった。なんとか資金のやりくりをしながら、この教
室を継続させているが、行政の側からの日本語教室に対する恒常的な支援を
切に望んでいる。
また、これからも新たな日本語学習者を迎えていくことと思う。ここ数年
研修生を受け入れた経験から、これから増えるであろう介護要員としての研
修生の日本語学習にも将来少しでも関わっていけたらとも考えている。そし
て、この教室が日本語を学習する外国人だけでなく、日本人にとっても人生
でのかけがえのない出会いの場としての役割を果たしていけたらと願ってい
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る。
一方的な日本語教授、学習ではなく、お互いが共に協力して築き上げてい
く双方向の関係をこれからもこの教室運営の中で維持し続けていきたいと考
えている。（南国市国際交流協会 ）
注
（ ）この内容は 年度日本語教育学会地区大会（ ）での発表に
加筆修正したものである。
（ ） 年度終了時に行った日本人ボランティアへの聞き取りでは、次の
ような意見が聞かれた。
国語文法と日本語教育文法との違いを講義してほしい。
教える楽しさがわかってきた。
また、日本人ボランティアに関しては、本紀要所収の以下の論文を参照さ
れたい。菊岡由夏・今井多衣子 生活者のための日本語教育 を担う地域
日本語教育実践に関する分析 他者パフォーマンス力 による日本語習得
への貢献
いまい たえこ
（高知大学総合教育センター修学・留学生支援部門非常勤講師）
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